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幾吹会 会則改訂資料

　
　※ 役員間にて今年１年を振り返り話し合いを行った結果、浮かび上がったポイント
1.　幾吹会、会員の継続性において弱いこと。
2.　年度の区切りがはっきりせず、矛盾が生じること。
3.　所在（誰が誰にどうする）がはっきりしないこと。
4.　会費用途の方向性がはっきりせず、継続性がないこと。
5.　役員、会員の相互関係（お互いがお互いに働きかけられるのか？）　　等々
　
＜解説・改善案＞

　
1.　幾吹会、会員の継続性において弱いこと
会則文面は入会の初年度を意識した部分が多く、どちらかというと単年度的要素が強い。会として存続していく為に、継続をベースとした考え・会則に改善・変更する必要がある。
2.　年度の区切りがはっきりせず、矛盾が生じること
現在、年度として明記されているのは、「7.3　会計年度」なるものだけである。「年度初回の総会から次年度初回の総会までとする」となっているが扱いにくく運営にあたり矛盾が生じる。

①　総会の日はどちらの年度なのか？　
②　総会の日は年によって異なるため扱いにくい。
③　一般の年度からも外れているためやはり扱いにくい。使い分けをどうするのか？
④　会計閉め日が会計報告日である。従って正式には発行できないことになる矛盾。

⑤　次期予算案も同様。
⑥　次期予算案議決前にもかかわらず、次期分の会費徴収が行われるという矛盾。
　　以上のようなことから、年度をはっきりしてこのようなシステム化を提案したいと思います。
Ⅰ．　年度の始まりは４月１日とし、終わりの日を次年３月３１日（一般通り）とする。
Ⅱ．　定例総会の日は今まで通り、幾徳祭期間中とする。
Ⅲ．　定例総会内にて前年度会計報告、次年度予算案を行う。
Ⅳ．　会費徴収は次年度予算案決定後 ～ 当年度開始日前まで（つまり現年度終了日）
Ⅴ．　次期役員が定例総会で決定されるため、決定後から施行まで約半年の有余が取れる。
　





3.　所在（誰が誰にどうする）がはっきりしないこと。
会則の記載内にて、不透明部分を明確化。会則改定案本文をご参照ください。
4.　会費用途の方向性がはっきりせず、継続性がないこと。
＜方向性＞

会費の使用目的、つまりどのようなものに使ってよいのかという方向性がない。細かい具体用途を述べる必要はないと思われるが、原則として幾吹会の目的を達成するために使用するという内容をもりこむ。
＜継続性＞

現在は単年度にて使いきりの形状になっている。

問題点　→　会費が集まらない限り動きようがない。突発事項に対応できない。年度のまたがる短期計画等も立てる事ができない。
よって、ある程度は資金をプールし流動的に扱うことができるように提案する。
その他の会計改定事項は、“2.”項も合わせてご参照ください。
5.　役員、会員の相互関係（お互いがお互いに働きかけられるのか？）
　現会則では会員からの働きかけに対応できない部分がある。相互の関係をよりいっそう明確、充実化。
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第1年


１月　　～　　12月





第2年


１月　　～　　12月





第3年


１月　　～　　12月





第4年


１月　　～　　12月





時の流れ





４月　１日　第１年度開始





３月３１日　第１年度終了





４月　１日　第２年度開始





　　　　　　第３年度役員選出


　　　　　　第３年度予算案


　　　　　　第１年度会計報告


１１月○日　第２年度定例総会





・業務移行期間


・第３年度会費徴収





・業務移行期間


・第４年度会費徴収





　　　　　　第４年度役員選出


　　　　　　第４年度予算案


　　　　　　第２年度会計報告


１１月○日　第３年度定例総会





４月　１日　第３年度開始





３月３１日　第２年度終了





４月　１日　第４年度開始





３月３１日　第３年度終了





以下　　くりかえし








